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労
使
ト
ラ
ブ
ル
の
増
加
が
目

立
っ
て
い
る
が
、
着
目
す
べ
き

は
表
面
化
し
て
い
な
い
離
職
。

「
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
の
は
ご
く

一
部
。
企
業
と
も
め
る
前
に
辞

め
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
多
く
、

労
務
を
軽
視
す
れ
ば
人
材
が
流

出
し
、
企
業
活
動
に
支
障
を
来

す
時
代
に
な
り
ま
し
た
」
と
話

す
の
は
、
特
定
社
会
保
険
労
務

士
で
北
海
道
賃
金
労
務
研
究
所

の
石
田
和
彦
代
表
。

　

同
社
に
寄
せ
ら
れ
る
労
務
相

談
は
年
間
３
０
０
０
件
以
上
。

労
働
人
口
減
少
の
中
で
の
離
職

は
致
命
傷
に
な
る
と
危
機
感
を

抱
い
て
い
る
の
だ
。　

　

社
員
の
定
着
率
が
低
い
企
業
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特
定
社
労
士
を
筆
頭
と
し
た

チ
ー
ム
体
制
で
顧
客
を
支
援企

業
の
労
務
を
担
う
同
社
で
は
、

企
業
ご
と
に
最
適
な
労
務
プ
ラ

ン
を
提
案
。
特
定
社
会
保
険
労

務
士
を
筆
頭
と
し
た
３
人
１
チ

ー
ム
で
顧
問
企
業
へ
の
対
応
に

あ
た
っ
て
お
り
、
質
の
高
い
統

一
化
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
が
持
ち

味
だ
。
綿
密
な
調
査
・
分
析
を

お
こ
な
い
、
生
産
性
の
向
上
、

社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ

プ
お
よ
び
離
職
防
止
、
労
働
環

境
改
善
に
よ
る
採
用
力
強
化
な

ど
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。

「
社
内
外
の
勉
強
会
な
ど
に
よ

っ
て
職
員
の
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
、
よ
り
高
品
質

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
目
指
し
ま

す
」
と
石
田
代
表
は
語
る
。

は
早
急
な
対
策
が
必

要
だ
。
一
方
で
業
種

業
態
に
応
じ
た
個
別

対
応
も
重
要
で
あ
り
、

働
き
方
改
革
へ
の
対

応
も
迫
ら
れ
て
い
る
。

経
験
豊
富
な
専
門
家

に
相
談
す
る
こ
と
が

ベ
ス
ト
だ
ろ
う
。

　

大
小
さ
ま
ざ
ま
な

労
務
管
理


